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パークゴルフ愛好高齢者の健康 ・生きがい ・

基礎体力に関する研究

森谷 紫*能 登 恵*布 上 恭子**
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Abstract

4

Thispaperdescribestheresultsofaquestionnaireadministeredto210maleand128

femaleplayersofpark-golfinSapporoCityandUniTown.Therespondentsweremainlyin

the50iesto70iesagerangeandthequestionnairewascomposedoffourparts,℃onsistingof:

aprofileoftherespondents;healthconsciousnessandcurrenthealthcondition;moraleand

self-esteem;andtheirhistoryandcurrentparticipationinpark-golf.Therespondents'

overallhealthwasevaluatedassessinghealthconsciousnessandanswersconcerningcurrent

healthcondition(HHIscore).Therespondents'moraleandself-esteemwasalsoevaluated

fromthescoresgiventoanswerstothethirdportionofthequestionnaire(PGMscore).

Ourfindingsindicatethatthesepark-golfplayers'healthconsciousness,HHIscoreand

PGMscorewerebetterthanthescoresofcomparablegroupsthathavebeeninvestigatedby

Moriyaeta1.Oneroundplayingpleasuredtheirmoodandthesportsuitableexerciseto

themevaluatedfromheartrate,stepnumbersandsoon.

Mostofthesemiddle-agedandseniorpark-golfplayersstartedthesportintheir60ies

andwerepracticingandplayingoftenandregularlyfromspringtoautumn.After

participatinginpark-golfgroups,theyhaveenjoyablefeelingforlife,sleepwellandare

concernedabouttheircommunity.I

Fromtheresultsofthisstudy,weconcludethatpark-golfisasportthatisparticularly

suitedtomiddle-agedandseniorcitizensnotonlyasawayofmaintaininghealthandself-

esteembutalsoasacontinuingsport.

Keywords:Park-golf,Healthconsciousness,HHIscore,PGMscore,Continuingsport
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1.緒 言

日本の人口構成の急速な高齢化に対応 した有用

なデー一タを得ることを目的として,我 々は1984年

以来,様 々な高齢者集団の生活状況,健 康自覚症

状,生 きがい感,基 礎体力,日 常生活における行

動量などの調査を行 ってきた。その結果か ら,健

康で生きがい感を持った老年期の達成要因として,

個々人に与えられた身体的,精 神的,社 会的諸能

力を充分に使 うことの重要性を支持する結果を得

てきた1)2)3)4)5)。

高齢者においても,ス ポーツや運 を行 うこと

は健康や生 きがい感に対 して有効であることが示

唆された6)7)ので,本 調査研究では,北 海道を中

心に急速な広がりを示すニュースポーッの 「パー

クゴルフ」をとりあげ,そ の愛好者の特徴を明ら

かにすることを試みた。

パークゴルフは北海道,十 勝支庁幕別町で1983

年(昭 和58)生 まれたものである8)。芝 のある公

園で、 ゴルフのルールを基礎にして,子 どもから

高齢者まで楽 しめるようにアレンジした個人競技

である。

芝の生えた公園で,1ラ ウンドのプレイをする

18ホ ールに必要な面積が約1.5ヘ クタールである。

北海道の多 くのパークゴルフ場は河川敷のような

川や森に近いところにあり,芝 生の緑だけでなく,

種々の自然要素と接することのできる環境で行わ

れていることが注目される。自然環境は,特 に人

工的な都市環境で暮 らしている人々の心身に対 し

て,好 ましい転地保養効果を期待させるものであ

る。またパークゴルフは 「歩行」が中心のスポー

ッなので,脚 筋,呼 吸 ・循環機能を改善する効果

を持っ 「有酸素性運動」とみなせることも注目さ

れる点である。有酸素性運動は,負 荷強度があま

り大きくないので,多 くの人が自分に合ったペー

スで実施できる運動である。 しか し継続すれば,

健康 と関連することが明 らかになっている持久力

を高めるものである。さらにパークゴルフは1組

4人 のプレイを基本とするが,個 人競技であるた

め,勝 負の結果から仲間に心理的負担を感 じるこ

との少ないスポーッといわれている。他に,技 術

やルールが易しいので,高 齢の初心者でもはじめ

やすいと同時に子 どもでもプレイできるため,孫,

子,親 の三世代が一緒 にプレイを楽 しめる 「三世

代スポーッ」の可能性を持っこと,プ レイするた

めに必要な用具類があまり高価でないことも特徴

と考え られる。

我々は昨年高齢 者で実施されることの多いスポー

ッとして卓球に着目し,卓 球愛好高齢者の健康,

生きがい,基 礎体力を調査 した7)。札幌市の卓球

愛好高齢者は老人クラブ会員や在宅高齢者のそれ

に比べて,自 覚的健康状態が良 く,生 きがい感も

高かったが,札 幌市内の卓球同好会に所属 してい

る70代以上の高齢者数は多 くないことが明らかに

なった。運動量を考えた時,卓 球はかなりハー ド

であり,ま たプレイを楽 しむ技術も高いものが要

求されるのではないかと推測された。昨年の調査

時にスポーッ愛好高齢者を地域コミュニティセン

ターなどで探 した際,パ ークゴルフの広がりを知

ることができたことか ら,本 調査研究は企画され

たものである。

2.研 究方法

従来,我 々の調査で用いてきた 「高齢者の方の

生活 ・健康 ・生 きがいに関するアンケー ト」を基

にした質問紙によって,パ ークゴルフ愛好高齢者

の①生活状況,② 健康自覚症状,③ 生 きがい感,

④パークゴルフ実施状況をたずねた。自覚的健康

状態は,「あなたは自分の健康状態 についてどう

思いますか」 という質問に対 して,「非常によい」

「よい」「普通」「やや不良」「不良」の5段 階選択

肢で回答を得た。 また健康 自覚症状調査は,北 大

方式健康調査表(HHI)9)を 基礎 とした24質 問項

目か らなり,こ の質問に頻度による3段 階選択肢

で回答を得,健 康度 の高い方か ら1,2,3点 と配点

を し,そ の合計点を 「健康度(HHDス コア」 と

した。 生 きがい感調査は浦沢 ら(1981)10)が,

PhiladelphiaGeriatricMoraleScaleを 基 に日本
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人 の高 齢 者 用 に 作 成 した20の 質 問 項 目か ら成 る

「生 きが い感 調 査 表 」 に よ っ た。 感 じの 度 合 い を

3段 階選 択 肢 で 回答 を得,生 きが い感 の高 い方 か

ら1,2,3点 と配 点 を し,そ の 合 計 点 を 「生 きが い

感(PGM)ス コ ア」 と した 。 従 って 自覚 的 健 康

状 態 ス コ ア,HHIス コ ア,PGMス コ ア は い ず れ

も数 値 が 小 さ い ほ ど状 態 の 良 い ことを示 して い る。

調 査 は1996年8月 か ら10月 に行 わ れた。対 象者 は,

札 幌 市 北 区 の パ ー ク ゴ ル フ 同 好 会 の 会 員380名

(299名 か ら回 収)と 由仁 町 三 川 パ ー ク ゴル フ場 で

8月2日 に開 催 され た大 会 参 加 者60名(50名 か ら

回 収)で あ った。 全 体 の回 収 率 は79.3%で あ っ た

が,記 入 もれ の多 い質 問 表 を除 い た有 効 回 収 率 は

76.8%(338名)で あ った 。 回 収 した ア ン ケ ー ト

の 集 計 と解 析 に はMicrosoftExcel(Version

7.0)を 用 い た。

さ らに パ ー ク ゴル フの実 施 が心 身 に及 ぼす 影 響

を知 る 目的 で,1996年8月24日 に開 催 さ れ たパ ー

ク ゴル フ大 会(1ラ ウ ン ド,6sホ ー ル の競 技 を実

施 した)前 後 に,握 力 の測 定 と気 分 を評 価 した。

また 競技 中 の歩 数 と心 拍 数 を 測定 した。 運 動 開始

前 に体 重 と身 長 を た ず ね,不 確 か な 人 に つ い て は

秤 量 を 行 っ た 。 体 重 と 身 長 か ら肥 満 度(Body

MassIndex:BMI)を 計 算 した。

握 力 の測 定 に は ス メ ドレー式 握 力 計(五 十 嵐 医

科 工 業),気 分 の 評 価 の た め に 自記 式 のNowlis

AdjectiveCheckListofMood(児 玉 らの翻 訳11),

ノ ー リス検 査 表 と省 略)を 用 い た。 歩 数 は万 歩 計

ハ ロ ー ウ ォ ー クK-1(タ ニ タ製)を 用 い,大 会

ス ター ト直 前 に ベ ル トに装 着 して も らい,大 会 終

了 直 後 に回 収 し,1ラ ウ ン ド,18ホ ール(812メ ー

トル の コ ー ス)の パ ー ク ゴ ル フ実 施 時 の歩 数 を測

定 した。 パ ー ク ゴル フ実 施 時 の心 拍 数 の変 動 を,

1ラ ウ ン ドの大 会(8月24日)と2ラ ウ ン ドの大

会(9月14日)の 参 加 者 の一 部 にっ いて測定 した。

同一 の人 た ち に っ い て,パ ー ク ゴル フを しな い で

在 宅 して い る 日を後 日選 び,大 会 とほ ぼ 同一 時 間

帯 に心 拍数 を 測定 した。 心 拍 数 の 測定 に は,ハ ー

トレー トモ ニ ター(PE-3000,キ ャ ノ ン製)と

ホ ル ター心 電 計(日 本 光 電 製)を 用 い た 。BMI

(%)の 計 算 は,体 重(kg)/身 長(m)2で 求 め

た。

3.結 果

3-1.ア ンケー ト回答者 の特徴

ア ンケ ー トに 回答 した パ ー ク ゴ ル フ愛 好 者338

名 の性 別 年 齢別 内訳 を表1に 示 した。 男 女 別 で み

る と,男 性210名(62.1%)に 対 し,女 性128名

(37.9%)で あ った。 年 代 別 で み る と,男 女 と も

に,最 多 年 代 は60代 で,男 性 の124名(59.0%)

と女 性 の68名(53.1%)で あ った。 次 い で,男 性

で は70代,女 性 で は50代 で あ っ た。50,60,70代 を

主 た る検 討 の対 象 と した。

表1ア ンケー ト回答者の男女別年齢構成

年齢区分 男 性 女 性

40代1人(0.5%)

50代10(4.8)

60代124(59.0)

70代71(33.8)

80代 以 上4(1.9)

4人(3.1%)

43(33.6)

68(53.1)

12(9.4)

1(0.8)

合 計210(100.0) 128(100.0)

3-2.パ ークゴルフ愛好高齢者 の健康状 態

ア ンケ ー ト回答 者 の 自覚 的健 康 状 態 は,50,60,

70代 の 男女 と も に 「大 変 よい」 「よ い」 「ふ っ う」

に回 答 が 多 く,「 や や悪 い」 「悪 い」 は少 な か った

(表2)。

パ ー ク ゴ ル フ愛 好 回 答 者 の60代,70代 のHHI

ス コ ア を男 女 別 に表3に 示 した。 性 別 に,60代 と

70代 で 比 較 を行 う と,60代 よ り70代 の方 が ス コ ア

が 小 さ い傾 向,す なわ ち健 康 度 の よ い傾 向 が 認 め

られ たが,有 意 で は なか っ た。 年 代 の若 い60代 が

70代 よ り健 康 度 が 高 い傾 向 は認 め られ なか っ た の

で,回 答 数 を増 や して信 頼 性 を高 め る た め,両 者

を併 せ て 「60-70」 代 と して と りあっ か った(表

4)。 健 康 自覚 症 状 で訴 え の 多 い も の(従 って 平

均 ス コア の高 い項 目)と して,男 女 と も 「夜 中 に

トイ レに行 く こ とが あ る」 「腰 が 痛 む 」 「耳 が遠 く

一115-一 一
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表2ア ンケー ト回答者の 自覚的健康状態(男 女年齢別)

年齢区分 大変よい よい 普通 やや不良 不良 合計

男性50代

60代

70代

2人(10.0%)

12(10.0)

13(18.8)

2人(20.0%)

32(26.7)

18(26.1)

5人(50.0%)

65(54.2)

36(52.2)

1人(10.0%)

10(8.3)

2(2.9)

0人(0%)10人(100%)

1(0.8)120(100)

0(0)69(100)

女 性50代2(4.8

60代4(6.3

70代2(18.2

)15

)11

)6

(35.7

(17.2

(54.5

)18(42.9)6

)42(65.6)7

)3(27.3)0

(14.3

(7.0

(0

)1(2.4)42(100)

)0(0)64(100)

)0(0)11(100)

無回答 は除 いた。

表3性 別年代別 にみたパ ークゴルフ愛好者 のHHIス コア

平均値±標準偏差(回 答数) t検 定

男性60代

70代

32.56±5.80(107)

31.90±5.38(58) ]NS
女性60代

70代

34.59±6.64(61)

31.63±5.68(8) ]NS
NS:有 意 差 な し.Cochrant検 定 に よ っ た。

表460-70代 パ ー ク ゴ ル フ愛 好 者 のHHIス コ ア

質 問 項 目 男性(n=165)女 性(n=69)

1.疲 れ や す い と感 じ ます か1.46±0.651.51±0.65

2.風 邪 を ひ きや す い と思 い ます か1.22±0.551.20±0.50

3.食 欲 の な い こ とが あ りま す か1.11±0.401.16±0.44

4.頭 が 痛 くな り ます か1.21±0.511.11±0.36

5.寝 つ きが 悪 いで す か1.32±0.611.36±0.64

6.少 しの こ とで 息 切 れ します か1.26±0.521.19±0.49

7.目 眩 や 立 ち くらみ を します か1.21±0.481.09±0.33

8.体 が 熱 っぽ か った り、 微 熱 が あ りま す か1.11±0.351.07±0.31

9.肩 こ り しま す か1.51±0.731.56±0.71

1α 便 秘 を す る こ とが あ りま す か1。38±0.671.32±0.61

11.胃(腹)痛 を お こ しま す か1.17±0.441.24±0.52

12.い らい らす る こ とが あ りま す か1.36±0.561.29±0.51

13.ち ょ っ と した こ とで か っ と しま す か1.35±0.551.23±0.52

14.ぼ ん や り して いて 注 意 散 漫 な こ とが あ りま す か1.32±0.551.23±0.46

15.漠 然 と した 不 安 感 が あ り ます か1.24±0.541.17±0.48

16.く よ く よす る こ とが あ りま す か1.29±0.541.29±0.57

1τ 他 人 に よ く見 られ た い と思 い ま す か1.46±0.741.59±0.83

1&気 分に波があ りす ぎると思 いますか1.25±0.491.29±0.54

n朝 、 気持 ち 良 く起 きれ ま す か1.40±0.781.41±0.77

20.人 に 顔 色 が 悪 い と言 わ れ ま す か1 .08±0.271.07±0.26

21.た ん が か らむ こ とが あ りま す か1.38±0.651 .54±0.70

22.耳 が 遠 くな った と思 う こ とが あ りま す か1.73±0.861 .89±0.91

23.夜 中 に トイ レに 行 く こ とが あ りま す か2.21±0.812 .26±0.85

24.腰 が痛 み ま す か1.87±0.781 .93±0.82

HHIス コ ア32.90±5.7332.99±6 .60

平均値 ±標準 偏差,「 よ く」 に3点,「 ときどき」 に2点,「 いいえ」 に1点 を与 えて平均値 を計算 した。

HHIス コアは質問1～24の 合計を表す。nは 回答数

一一一116一
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表560-70代 高齢パー クゴル フ愛好者 と既調査 の高齢 グループ(70代)のHHIス コアの比較

男性
(1)との比較

t検 定
女性

(1)との比較

t検 定

(1)高 齢 パー クゴル フ愛好者

② 高齢者スポー ッ教室

(3)老 人 クラブ会 員

(4)道 東居住者

(5>札 幌S地 区住宅者

32.9±0.4(165)

36.0±0.4(21)

35.5±0.7(107)

36.3±0.1(101)

35.7±0.7(99)

P<0.01

P<0.01

P<0.001

P<0.01

33.0±0.8(69)

34.8±0.4(19)

36.4±0.9(65)

38.0±0.1(73)

38.6±0.8(95)

NS

P<0.05

P<0.001

P<0.001

平均値 ±標準誤差,()内 の数字 は回答数を示す。NS=有 意差 な し,P=有 意水準,HHIス コア は24項 目の

健康 自覚症状が 「ある」 に3点,「 ときどき」に2点,「 ない」 に1点 を与 えて計算 した。 スコアが低 いほど健康

度 の高 いことを意味す る。Cochrant検 定 によった。

なった」という高齢者で一般的に多い訴えが,パ ー

クゴルフ愛好者でも多かった。我々が今まで同様

の方法で調査 して求めた高齢者集団のHHIス コ

アと比較 し,表5に 示 した。パークゴルフ愛好高

齢者は,既 に調査 した他の高齢者集団よりも健康

度の高い傾向が認められた。

3-3.パ ークゴルフ愛好高齢者の生きがい感

アンケー ト回答者のPGMス コアを男女別に,

60代 と70代にっいて表6に 示 した。性別に,60代

表7

と70代 で比 較 を行 う と,60代 よ り70代 の方 が ス コ

アが小 さい傾 向,す な わ ち生 きが い感 の高 い傾 向

表6性 別年代別にみたパークゴルフ愛好者のPGMス コア

平均値±標準偏差(回 答数)t検 定

男性60代

70代

29.67±5.83(107)

28.00±4.94(56) ]NS
女性60代

70代

29.79±6.66(61)

26.86±5.90(7) ]NS
NS:有 意 差 な し.Cochrant検 定 に よ った。

60-70代 パ ー ク ゴル フ愛 好 者 のPGMス コア

質 問 項 目 男 性(n=163)女 性(n=68)

1.歳 を とるとともに物事 は悪 い方 に向か っている

2.時 々孤独な感 じがす る

3.以 前に比べて ささいな ことで悩 む ことが多 い

4.歳 を とるにつれて役に立たない人間にな って きている

5.時 々心配事があ って眠れな くなる ことがある

1.30±0.521.32±0.61

1.30±0.611.39±0.73

1.25±0.531.28±0.57

1.40±0.691.36±0.59

1.37±0.671.36±0.69

6.時 々人生 は生 きるに値 しない ものだ と感 じる

7.気 にな ることがた くさんあ る

8.物 事を難 しく考えて しまう

9.う ろたえやす い方です

10.歳 をとるにつれ遠出す るのが億劫 にな ってい る

1.13±0.411.06±0.29

1.49±0.691.49±0.76

1.46±0.731.30±0.55

1.43±0.661.26±0.53

1.77±0.831.86±0.84

11.暇 な時間が た くさん あって とて も退屈 してい る

12.去 年 よ りず っと元気です

13.昔 に比べて物事 は良 くなって いるように思 う

14.い ま若 か ったときと同 じくらい幸せです

15.い ま体 の具合 は良 いと思 います

1.18±0.501.25±0.50

1.84±0.691.65±0.68

1.80±0.621.82±0.77

1.46±0.641.50±0.72

1.48±0.641.67±0.78

16.お 金 の ことで心配す ることはありません

17.毎 日の生活 にとて も生 きが いを感 じて います

18.自 分 に自信が あ ります

19.自 分 のやるべ き ことをいっ もうま くや って きた

20.友 人 や身 内の者 と うま くや って いる

1.52±0.691.70±0.71

1.33±0.541.43±0.63 ＼
1.66±0.651.81±0.69

1.69±0.621.75±0.65

1.28±0.501.29±0.55

PGMス コア 29.15±5.6929.58±6.66

平均値 ±標準偏差,「 よ く」 に3点,「 ときどき」 に2点,
PGMス コアは質 問1～20の 合計 を表す。nは 回答数

「いいえ」 に1点 を与えて平均値を計算 した。
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表860-70代 高齢 パークゴルフ愛好者 と既調査 の高齢 グループ(70代)のPGMス コアの比較

男性
(1)との比較

t検 定
女性

(1)との比較

t検 定

(1)高 齢パ ークゴルフ愛好者

(2)高 齢者 スポーッ教室

(3>老 人 クラブ会員

(4)道 東居住者

(5)札 幌S地 区住宅者

29.2±0。4(163)

28.6±0。2(21)

31.5±0.7(112)

30.6±0。1(103)

31.1±0.7(98)

NS

P<0.01

P<0.01

P<0.05

29.6±0.8(68)

28.1±0.2(21)

31.4±0.8(76)

32.4±0.1(81)

31.9±0.7(95)

NS

NS

P<0.01

P<0.05

つ

平均値±標準誤差,()内 の数字 は回答数を示す。NS=有 意差な し,P=有 意水 準,PGMス コアは20項 目の

質問に感 じの度合 いで3,2,1点 を与 えて計算 した。 ス コアが低 い ほど生 きが い感 の高 い ことを意味す る。

Cochrant検 定 によった。

が認 め られ た が,有 意 で は なか っ た。 年 代 の若 い

60代 が70代 よ り生 きが い感 が 高 い傾 向 は認 め られ

な か った の で,回 答 数 を増 や して信 頼 性 を高 め る

た め,HHIス コ ア同 様 に,両 者 を 併 せ て 「60-

70」 代 と した。PGMス コァ を求 め る20項 目毎 の

平 均 値 とそ の合 計 得 点 で あ るPGMス コア を 表7

に示 した。HHIス コ ア と 同 様 に,パ ー ク ゴル フ

愛 好 回答 者 の60-70代 のPGMス コア と して,既

に調 査 した他 の高 齢 者 集 団 と比 較 した(表8)。

そ の結 果,高 齢 者 健 康 ス ポ ー ッ教 室 参 加 者 とは,

男 女 と もに有 意 差 が認 め られ な か った が,在 宅 の

高 齢 者 に比 べ てPGMス コア の低 い傾 向,す な わ

ち生 きが い感 が 高 い傾 向 が認 め られ た。

3-4.パ ークゴルフ愛好 高齢者 の 生活 とパ ー クゴ

ルフ実施状 況

生 活 とパ ー ク ゴル フ実 施 状 況 は性 別 年 代 別分 類

を せ ず に,ア ンケ ー ト回 答 者 全 体 にっ いて そ の 特

徴 を 検 討 した。 同 居 して い る家 族 数 を み る と,2

人 が 最 も多 く183名(54.5%)で,夫 婦2人 が 多

か っ た。 収 入 の 種 類 で は,年 金 収 入 の あ る人 が

272名(89.2%)で 最 も多 く,勤 労 収 入 の あ る 人

が44名(14.4%)で あ った。

パ ー ク ゴ ル フを 始 めた き っか け は 「友 人 か ら誘

わ れ て 」 が186名(55.9%)で 最 も多 か っ た(表

9)。 始 め た年 代 は図1に 示 す 様 に,60代 が 最 も

多 く189名(56.1%)で あ っ た 。 パ ー ク ゴ ル フ実

施 頻 度 を見 る と 「ほぼ 毎 日」 の 人 も多 く,「週3--

4回 」 「週1-2回 」 ま で で 約80%の 人 が 実 施 し

て い た(図2)。1回 に パ ー ク ゴ ル フ を行 う時 間

表9ア ンケー ト回答者 のパ ークゴル フを始 めたき っか け

人数 %

友人か ら

家族か ら

テ レビ ・新聞で

親戚か ら

近 くにゴルフ場がで きた

地域 の講習会で

老人 クラブで

その他

186

39

32

22

19

17

3

15

55.9

11.7

9.6

6.6

5.7

5.1

0.9

4.5

合 計 333 100.0

図1ア ンケート回答者がパークゴルフを始めた年代の分布

は1-2時 間,2-3時 間 が 多 く,個 人 差 はあ る

も の の1ラ ウ ン ドと2ラ ウ ン ド程 度 の 時 間 にあ た

る(図3)。

パ ー ク ゴル フを 続 け る理 由 と して は表10に 見 る

よ う に 「友 人 との 交 流 の た め」 「体 力 づ く り の た

め」 が 多 か っ た。 また パ ー ク ゴル フを 初 め て か ら

感 じる変 化 と して は,「 生 活 が楽 し くな った」 「地

域 に関 心 を持 つ よ う に な っ た」 「夜 ぐ っす り眠 れ

命
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表11パ ー クゴル フを初 めてか ら感 じる変化

人数%

ほぼ毎 日

週3,4回

週1,2回

月1,2回

それ以下

図2ア ンケー ト回答者がパ ークゴルフを実施す る

頻度 の分布

生活が楽 しくな った

地域 に関心を持っよ うにな った

夜 ぐっす り眠れ る

病院 に行かな くな った(回 数 が減 った)

病気が治 った(軽 くな った)

友達が増えた

運動不足が解消 した

疲れ に くくな った

規則的な生活を送 るよ うにな った

その他

25075.3

19257.8

18154.5

6419.3

6018.1

5215.7

3811.4

216.3

61.8

103.0

n=332

nは 回答者数 (複数回答)

表12パ ークゴル フをす る際感 じる不満や要 望

人数%

1時 間未満

1～2時 間

2～3時 間

3～4時 間

4時 間以上

図3ア ンケー ト回答者 が1日 あた りパークゴルフ

をする時 間の分布

表10パ ーク ゴフルを続 ける理 由

ゴル フ場を増や して ほ しい

トイ レを充実 して ほ しい

冬季 に利用で きる施設を作 って ほ しい

コースを充実 させて ほ しい

夜間の利用をで きるように して ほ しい

情報が ほ しい

レス トランな どの施設を充実 して ほ しい

イベ ン トを増や して ほ しい

費用 を安 くして ほ しい

指導者を増や して ほ しい

普及 のため の教室を開 いて ほ しい

その他

25877.2

19859.3

19257.5

16348.8

9026.9

6720.1

5115.3

319.3

226.6

195.7

175.1

82.4

n=334

人数 % nは 回答者数 (複数回答)

友人 との交流 のたあ

体力 づ くりのため

ス トレス解消 のたあ

健康 づ くりのたあ

余 暇を充実 させ るため

その他

268

212

151

126

104

21

n=335

80.0

63.3

45.1

37.6

31.0

6.3

nは 回答者数 (複数回答)

る」 な どの 回 答 が 高 か った(表11)。

パ ー ク ゴル フを しな が ら感 じて い る不 満 や要 望

と して は,「 パ ー ク ゴル フ場 の増 設 」 「トイ レの充

実」 「冬 季 に使 え る施 設 を」 「コー ス の充 実 」 な ど

が 高 い 割 合 を 占め た(表12)。

3-5.パ ークゴルフ実施が心身 に及 ぼす影響

表13に パ ー ク ゴル フ大 会 時 に行 った 測定 対 象 者

の身体特徴を示 した。 身長,体 重か ら求 めた

BMIは 正常範囲(20～24)の 人が多か った。 パー

クゴルフ大会のスター ト直前と終了直後に記入 し

てもらったノーリス検査表の解析か ら明 らかなよ

うに,快 適な気分の高まりが認められた(表14)。

パークゴルフでは,ク ラブ1本 を振ってボールを

ころがす上腕の動作をともなうが,握 力の変化が

男性で認められた。上腕の筋群に対 してよい刺激

になりうるものと推測された(表15)。

また1ラ ウンドのプレイでの平均歩行数は,表

16に示すように3000歩 を越えたことか ら,「歩行」

としての運動要素が観察される。パークゴルフ大

会時の7名(男 性5名 と女性2名)の 心拍数の変

動を表17に しめした。心拍数の変動に個人差は大
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表13測 定対象者の身体特徴

年 代 40代 50代 60代 70代 80代

n

男性 身長(cm)

体重(kg)

肥満度(BMI)

2

171.0

63。0

21.5

3

169.3

72.0

24.7

58

164.1±6.26

65.3±10.14

24.3±3.64

27

162.4±5.86

59.9=±=7.10

22.7±2.36

2

166.5

71.0

25.4

や

n

女性 身長(cm)

体重(kg)

肥満度(BMI)

2

157.0

59.5

24.2

927

156.6±3.17152.0±3.27

53.8±4.3254.5±6.43

21.9±1.4923.6±2.61

3

144.6

54.3

26.1

1

142.0

47.0

23.3

平均値 ±標準偏差,nは 人数を表す。

表14パ ー ク ゴ ル フ実 施 前 後 の 気 分 の 変 化

(NowlisAdjectiveCheckListofMoodに よ る)

峯雛 肇雛 鹸定
快適性

n=137

気 に入 った3.343.14

の ん き な2.663.02

ふ ざ け た1.892.21

お し ゃべ りな2.352.56

機 知 に富 ん だ2。682.93

生 き生 き と した3.253.31

さ わ や か な3.483.44

(快 適 性 全 体)19.6420.60{も

NS

p<0.001
p<0.01
p<0.02
p<0.001
NS
NS

p<0.01

パ ー ク ゴ フル は,⑯ ホ ー ル の大 云で あ っ た。

nは 回 答 者 数 を 示 す 。NowlisAdjectiveCheck

ListofMoodに よ る得 点 は,高 い ほ ど,そ の

気 分 に該 当 して い る こ とを示 す。NS:有 意 差 な

し,P:有 意 水 準,Cochrant検 定 に よ っ た。

男性
表15パ ー クゴル フ実施前後 の握力 の変化

年 代 40代(n=2) 50代(n=3)60代(n=58)70代(n=27)80代(n=2)

大会前 右握力

左握力

平均握力

40.0(kg)

35.5

37.8

50.3

47.3

48.8

38.1±6.60

35.7±7.16

36.9±6.38

35.1±8.38

33.4±7.32

34.2±7.45

37.5

34.0

35.8

大会後 右握力

左握力

平均握力

42.0

41.5

41.8

49.3

49.3

49.3

39.3±6.58

37.1±6.79

38。2±6.41

37.8±7.45

35.1±6.32

36.4±6.62

39.5

36.0

37。8

大会前との比較(平 均握力) P<0.01 P<0.01

女 性

年 代 40代(n=2)50代(n=9)60代(n=27)70代(n=3) 80代(n=1)

大会前 右握力

左握力

平均握力

33.0

34.5

33.8

28.4±3.57

26.6±3.57

27.5±3.37

26.0±4.95

24.0±4.38

25.0±4.22

15.0

15.0

15.0

10.0

15.0

12.5 し

力

力

力

握

握

握

均

右

左

平

後会大 33.0

33.0

33.0

28.1±4.57

25.6±3.91

26.8±4.12

27.0±4.84

24.7±5.07

25.8±4.69

21.3

18.7

20.0

15.0

21.0

18.0

平均値 ±標準偏差,nは 人数 を示 す。 パーク ゴルフ実施 は18ホ ールの大会で あった。
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表16大 会参加者の歩行数

平均値±標準偏差(最 小値一最大値)

男 性(n=49)

女 性(n=26)

3267±754(2010-一 一5746)歩

3309±546(2175-4834)

大会 は1ラ ウ ン ド,
nは 測定対象者数

18ホ ール実施 で行 われた。

表17心 拍数の個人別平均値

個人 性別 年齢 パークゴルフ実施中(拍/分)在 宅時

No.1男 性

No.2男 性

No.3男 性

No.4男 性

No.5男 性

Nα6女 性

No.7女 性

0

7
ー

つ
U

r
O

Ω
U

9
自

0◎

ρ0

ρ
0

7
-

6

7
-

7
-

rO

115.0±8.82

124.7±6.77

97.1±4.67

97.0±4.14

94.5±4.81

118.9±4.37

92.6±6.75

65.9±8.54

65.6±5.92

81.0±13.3

72.5±3.11

72.1±7。04

80.6±6.82

65.0±6.77

平均値 ±標準偏差,パ ークゴルフは36ホ ールを行

った午前8時 頃か ら12時頃 の分時心拍数 の平均値

で,在 宅時 も同時間帯の平均値を示す。

きかったが,平 均心拍数は90-125拍/分 に分布

しており,運 動強度 として年代別の適正範囲の中

に入 っていた。

4.考 察

個人差はあっても,加 齢に伴 う生理諸機能の低

下や,心 理的社会的変化が高齢期には避けられな

いものである。同様に避けられない 「死」を迎え

て終息する高齢期を,豊 かに暮 らすためにはどう

すればよいのだろうか?定 年による職業生活の

停止,子 どもの独立などのライフイベントを通 じ

て,個 人と社会の成員間との関係が離れていき,

相互作用の減少,規 範か らの自由度の増大によっ

て,幸 福に暮 らすことができるとする 『解脱理論』

に対 し,形 は異なっても高齢期においても中年期

の活動をできるだけ続けることによって,幸 福感

が得 られるという 『活動理論』の論争があるとい

う12)。我々の今までの調査研究結果は,活 動理論

を支持するものであると考える。その立場か ら,

健康で生きがい感に恵まれた高齢期を達成するた

めの一っの方法として,生 涯スポーツに着目して

いる。高齢期にスポーッ,運 動をしている集団と

して,「高齢者健康 スポーツ教室参加者」6)「卓

球クラブとサークル会員」7)の健康 と生 きがい感

を調査 した結果,他 の調査対象としたグループに

比べて大変良いものであったし,同 様にスポーツ

の効用を認めている報告 もある。13)14)しか しパー

クゴルフについての検討は見いだす ことができな

い状況である。高齢者におけるスポーッ実施の影

響を確かめ,さ らにスポーッの種類によって異な

る特徴が高齢者に与える影響の一端を明らかにす

ることを意図 した。

パークゴルフは,プ レイをしたあと,気 分が爽

快になる,運 動量としても適度なスポーッとみな

された。そのことが,パ ークゴルフ愛好者の自覚

的健康感やHHIス コア,PGMス コアか ら評価さ

れる,健 康度と生きがい感の高いことに関係 して

いるのではないかと推察された。パークゴルフを

はじめてか ら感 じる変化として,「 生活が楽 しく

なった」「夜 ぐっすり眠れるようになった」「地域

に関心を持っようになった」という回答が高い割

合を占めていることか らも,パ ークゴルフは愛好

者に対 して精神的,身 体的,社 会的によい刺激を

与えるスポーッの一っと考えられる。60代 になっ

てはじめた人たちが50%以 上であるように,高 齢

者でもはじめることのできるものであるが,現 状

では施設への要望が多数あることも明らかになり,

今後より一一層改善が計 られることが望まれる。
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